編輯 者 支那へ 旅行す るそう です ね。 南です か？ 

北です か？ 

小説家 南から 北へ 周る つもりです。 

編輯 者 準備 はもう 出来た のです か？ 

小説家 大抵 出来ました。 ただ 読む 害だった 紀行 や 地 

誌 なぞが、 未だに 読み切れな いのに 弱って います。 

編輯 者 (気が なさそう に) そんな 本が 何 冊 も あるの 

です か？ 

小説家 存外あります よ。 日本人が 書いた ので は、 七 

十八 日 遊 記、 支那 文明 記、 支那 漫遊 記、 支那 仏教 遺物、 

えんざん そすい そせ つしょう かん ほくしん 

支那 風俗、 支那 人気 質、 燕山楚 水、 蘇浙小 観、 北 清 見 



と 書いて 貰える でしよう ね。 

小説家 (急に 悄気る) さあ、 とにかく その 前に は、 

書き上げる つもりで いるので すが、 —— 

編輯 者 一 体 ll 時 出発す る 予定です か？ 

きょ う 

小説家 実は 今日 出発す る 予定な のです。 

編輯 者 (驚いた ように) 今日です か？ 

小説家 ええ、 五 時の 急行に 乗る 害な のです。 

編輯 者 するともう 出発 前に は、 半時 間し かない じ や 

ありません か？ 

小説家 まあそう 云う 勘定 です。 

編輯 者 (腹 を 立てた ように) では 小説 はどうな るの 



です か？ 

小説家 (いよいよ 悄気る) 僕 もどうな るかと 思って 

いるので す。 

編輯 者 どうもそう 無責任で は 困ります な あ。 しかし 

何しろ 半時 間ば かりで は、 急に 書いても 貰えないで 

しょうし、 

小説家 そうです ね。 ゥェデ キン ドの 芝居 だと、 この 

半時 間ば かりの 間に も、 不遇の 音楽家が 飛び こんで 

来たり、 どこかの 奥さんが 自殺したり、 いろいろな 事 

件が 起る のです が、 —— 御 待ちな さいよ。 事によると 

ひきだし 

机の 抽斗に、 まだ 何 か 発表し ない 原稿が あるか も 知れ 



ません。 

編輯 者 そうすると 非常に 好都合で すが —— 

小説家 (机の 抽斗 を 探しながら) 論文で はいけ ない 

でしよう ね。 

編輯 者 何と 云う 論文です か？ 

小説家 「文芸に 及ぼす ジャ アナ リズムの 害毒」 と 云 

うのです。 

編輯 者 そんな 論文 はいけ ません。 

小説家 これ はどうで すか？ まあ、 体裁の 上で は 

しょうひん 

小品 です が、 II 

き ぐ う 

編輯 者 「奇遇」 と 云う 題です ね。 どんな 事 を 書いた 



のです か？ 

小説家 ちょいと 読んで 見ましょう か？ 二十 分ば か 

りか かれば 読めます から、 —— 

X X 

X 

しじゅん ちょうこう こきん りょう 

至 順 年間の 事で ある。 長江に 臨んだ 古金 陵の 地に、 

おうせい 

王 生と 云う 青年が あった。 生れつき 才力が 豊な 上に、 

ようぼう きしゅん おうかろう 

容貌 もまた 美しい。 何でも 奇俊 王家 郎と 称された と 云 

ふうさい はたち 

うから、 その 風采 想うべし である。 しかも 年 は 二十に 



りに、 王 生の 家 を 訪れる と、 彼 は 昨夜 作った と 云って、 

げんしんたい かいしんし さんじゅ ういん 

元稹 体の 会 真 詩 三十 韻 を 出して 見せた。 詩 は 花やか 

な 対句の 中に、 絶えず 嗟嘆の 意が 洩らして ある。 恋 を 

している 青年で もなければ、 こう 云う 詩 はたと い 

いちぎょう 

一行で も、 書く 事が 出来ない に違いない。 趙生は 詩 

こうかつ 

稿 を 王 生に 返す と、 狡猾そう に ちらりと 相手 を 見なが 

ら、 

お-つお-つ 

「君の 鶯鶯は どこに いるの だ。」 と 云った。 

お-つお-つ 

「僕の 鶯鶯？ そんな ものが ある もの か。」 

「噓を つき 給え。 論より 証拠 は その 指環 じ やない か。」 

ちょうせい つくえ しこんへ きでん 

なるほど 趙 生が 指さした 几の 上に は、 紫 金 碧甸の 



うち なんじ ゆ-つ 

た。 昼 来た 時には 知らなかった が、 家に は 門が 何 重 

いえ うしろ 

も ある、 その 門 を 皆 通り抜けた、 一番 奥まった 家の 後 

しゅうかく 

に、 小さな 綉閣 がー 軒 見える。 その 前に は 見事な 

ぶどうだな たた 

葡萄棚が あり、 葡萄棚の 下に は 石 を 畳んだ、 一 丈ば か 

りの 泉水が ある。 僕 は その 池の ほとりへ 来た 時、 水の 

中の 金魚が 月の 光に、 はっきり 数えられ たの も 覚えて 

いる。 池の 左右に 植わって いるの は、 二 株と も 垂糸摻 

しょう すい はく へ い 

に違いない。 それから また 墙に 寄せて は、 翠 柏の 屛 

が 結んで ある。 その 下に あるの は 天工の ように、 石 を 

つきやま きんし せんしゅ うとん 

積んだ 築山で ある。 築山の 草 はこと ごとく 金糸 線緣墩 

ぞく さむ しお 

の属 ばかり だから、 この頃の うそ 寒に も 凋れ ていない。 



話した 所が、 天下に わかる もの は 一人 も あるまい。 

「それ以来 僕の 心の中で は、 始終 あの 女の 事 を 思って 

いる。 すると また 金 陵へ 帰って から も、 不思議に 毎 

晚眠 りさえ すれば、 必ず あの 家が 夢に 見える。 しかも 

一 昨^の 晚 なぞ は、 僕が 女に 水晶 の 双 魚の 扇墜を 贈つ 

しこんへ きでん 

たら、 女 は 僕に 紫 金 碧甸の 指環 を 抜いて 渡して くれた。 

と 思 つ て 眼が さめる と、 扇墜が 見えな くな つ た 代りに、 

いっか 僕の 枕 もとに は、 この 指環が 一 つ 抜き 捨てて あ 

る。 して みれば 女に 遇って いるの は、 全然 夢とば かり 

も 思われない。 が、 夢で なければ 何 だと 云う と、 —— 

僕 も 答 を 失して しまう。 



まく かげ すきみ 

れも 去年の 秋 幕の 陰から、 そっと 隙 見 をした 王 生の 姿 

を、 絶えず 夢に 見て いたそう である。 

「不思議な 事 も あれば ある もの だ。 何しろ 先方で もい 

つの まに か、 水晶の 双 魚の 扇墜 が、 枕 もとに あつたと 

云う の だから、 —— 」 

ひとごと ふいちょう 

趙生 はこう 遇う 人 毎に、 王 生の 話 を 吹聴した。 最 

せんとう く ゆう 

後に その 話が 伝わった の は、 銭塘の 文人 瞿祐 である。 

いとうき ぐう き 

瞿祐 はすぐ にこの 話から、 美しい 渭塘 奇遇 記 を 書いた。 



X X 



小説家 どうです、 こんな 調子で は？ 

編輯 者 ロマン テイクな 所 は 好い ようです。 とにかく 

しょ-つ ひん 

その 小品 を 貰う 事に しましょう。 

あと 

小説家 待って 下さい。 まだ 後が 少し 残って いるので 

いとうき ぐう き 

す。 ええと、 美しい 渭塘 奇遇 記 を 書いた。 —— ここ ま 

でです ね。 



しかし 銭塘の 瞿祐は 勿論、 趙生 なぞの 友人た ち も、 

王 あ 夫婦 を 載せた 舟が、 渭塘の 酒家 を 離れた 時、 彼が 

少女と 交換した、 下の ような 会話 を 知らなかった。 

「やっと 芝居が 無事に すんだ ね。 おれ はお 前の 阿 父 さ 

んに、 毎晚 お前の 夢を見る と 云う、 小説 じみた 噓 をつ 

ひやひや 

きながら、 何度 冷々 した かわからない ぜ。」 

I 私 も それ は 心配で したわ。 あなた は 金 陵の 御友 だ 

ちに も、 やっぱり 噓を おつきな すった の。」 

「ああ、 やっぱり 噓 をつ いたよ。 始めは 何とも 云わな 

かった の だが、 ふと 友達に この 指環 を 見つけられ たも 



はすまない じ やない か？」 

「お爺さん。 お前さん こそ 泣いて いる 癖に …… 」 

X X 

X 

小説家 もう 五六 枚で おしまいです。 次 手に 残り も 読 

んで 見ましょう。 

編輯 者 いや、 もう その 先 は 沢山です。 ちょいと その 

原稿 を 貸して 下さい。 あなたに 黙って 置く と、 だんだ 

ん 作品が 悪くな りそうです。 今まで も 中途で 切った 方 



が、 違に 好かった と 思います が、 —— とにかく この 

小品 は 貰います から、 そのつ もりで いて 下さい。 

小説家 そこで 切られて は 困る のです が、 —— 

編輯 者 おや、 もうよ ほど 急がない と、 五 時の 急行に 

は 間に合いません よ。 原稿の 事 なぞ はかまって いずに、 

早く 自動車で も 御 呼びなさい。 

小説家 そうです か。 それ は 大変 だ。 では さようなら。 

何分よ ろしく。 

編輯 者 さようなら、 御機嫌 好う。 

(大正 十 年 三月) 
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